
別紙２-２（その他） ＊　変更の場合は変更年月日の当該月分、更新の場合は更新月分
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←適宜、該当の職種を記載

←4週(又は1月)の合計数

←4週(又は1月)の合計数

←小数第2位以下切り捨て

注１）　本表は、居宅介護、重度訪問介護、同行援護、行動援護及び移動支援以外の事業所について作成してください。
注２）　指定申請変更届等で本市へ提出する際は、予定欄のみ※12のとおり時間数を記入してください。また、事業所において勤務表として使用する際は、予定・実績欄とも第5週までの時間数を記入してください。

※2　「定員」欄は、当該サービス種類に係る定員を記入してください。また、※1において事業所別又はサービス提供単位別に本表を作成する場合は、それぞれの定員を記入してください。

※4　「基準上の必要職員数」欄は、基準上又は人員配置体制上必要なサービス提供職員の人数（小数点第２位以下切り上げ）を記入してください。【職種により基準が異なる場合は職種ごとに記載すること】
※5　「人員配置区分」欄は、基準上又は人員配置体制上の人員配置体制を記入してください。（2.5：1、7.5：1など）
※6　「平均障害支援区分」欄は、生活介護を実施する場合に「平均障害支援区分の算出」（別紙31）により算出された利用者の平均障害支援区分の数値を記入してください。
※7　「入居者の区分別人数」欄は、共同生活援助を実施する場合に入居者の障害支援区分別の人数（「平均利用者数算定シート」により算出された人数）を記入してください。「夜間支援時間帯」欄は加算Ⅰ・Ⅱを算定する場合に記入してください。
※8　「職種」欄は、当該事業所・施設に係る全ての職種を、職種ごとに並べて記載してください。【GHで世話人・生活支援員等が「夜間支援従事者」として配置される場合は同一従業者ごとに２段書きとすること】
※9　「勤務形態」欄は、①常勤・専従、②常勤・兼務、③非常勤・専従、④非常勤・兼務のいずれかを記号で記載するものとし、職種ごとにこの順でまとめて記載してください。育児短時間勤務者の場合は「①短」「②短」と表記してください。
※10　「資格」欄は、従業者の職種に関する資格の種類を記載してください。
※11　※11の欄は、当該月の曜日を記入してください。
※12　変形労働時間制を採用している場合のみ、第5週まで時間数を記入し、「4週の合計」欄には第5週までの合計を記入してください。
※13　「他の事業所の名称及び職名」欄は、同一法人内の他事業所で兼務する者について、その事業所名称及び職名を記載してください。
※14　「他事業所での合計勤務時間数」欄は、他の事業所での4週間（又は1月間）の合計勤務時間数を記載してください。
※15　「常勤職員の勤務すべき時間数」欄は、当該事業所・施設における常勤職員の勤務すべき時間数を記載し、変形労働制を採用している場合はその内容を記載してください。

主たる・従たるの別、サービス単位名
又は共同生活住居の名称　※1

人員配置区分　※5 10:1 平均障害支援区分　※6

変形労働時間制　　無　・　有　（　１か月単位　・　１年単位　　対象職種：　　　　　　　労基届出日：　　　　　　　）　

区分４【GHのみ】入居者の区分別人数　※7

基準上の必要職員数　※4

従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表(予定・実績表)　　（ ２７ 年４月分）

就労継続支援Ｂ型 事業所・施設名

定員　※2 20人 前年度の平均利用者数　※3 18.0人

サービス種類 ワークショップあいち

168

168

勤務
形態
※9

1.8人

※3　「前年度の平均利用者数」欄は、「平均利用者数算定シート」（参考様式33）により算定した数値（小数点第２位以下切り上げ）を記入してください。新規・再開の場合は定員の90％を、これらにより難い場合は適切な推計数を記入してください。

区分６区分５

１日：8時間　　分　　１週：40時間　　分

第１週

区分３

資格
※10

氏名

予定

他事業所
での合計
勤務時間
数　※14

愛知　三郎
実績

第5週※12

168

常勤換算後の人数（Ａ／Ｂ）

職種
※8

168

第２週 第３週 第４週 4週
(1月)の
合計
※12

職業指導員 ③
96

健福　次郎
予定

実績 88

サービス管理責任者 ① 介護福祉士

※1　従たる事業所がある場合又は複数のサービス提供単位を設置している場合、本表は各々の事業所・単位で作成するものとし、この欄にそれぞれの名称を記載してください。またＧＨにおいて、同一敷地内（近接地を含む。）の共同生活住居の入居定員の合計数が
　　21人以上となる場合であって、世話人及び生活支援人の勤務体制を共同生活住居の間で明確に区分している場合には、本表を勤務体制を区分している共同生活住居ごとに作成するものとし、当該住居名をこの欄に記入してください。

20

20

常勤職員の勤務すべき時間数 ※15

0.0 1.5 0.5

背戸　海生
予定

実績

サービス提供時間

精神保健福祉士①管理者

生活支援員 ① 精神保健福祉士

看護師 ③ 看護師 高冷　福子
予定

実績

生活支援員 ③ 介護福祉士 森増　水子
予定 96

78

実績

予定
実績

168 20

1.4 0.5
1.0

福　健介
予定 168

実績 168

予定

9：30～15：30 夜間支援時間帯※7 　：　　～　　：

実績

変形期間（当月1日が属する期間を記載）：　　月　　日～　　月　　日　　左の期間の常勤の勤務すべき時間数：　　　時間　　分　）

0.0

168

20

1.0

168

168

兼務専従

当該職種の常勤が勤務すべき時間数（Ｂ）

④③
②①

非常勤（人）
常勤（人）

当該職種の勤務延べ時間数（Ａ）

世話人職業指導員生活支援員看護職員サービス管理責任者

専従・兼務の別
職種従業者の

職種・員数

264 96

兼務 専従 兼務
1

168 168
246 88

専従 兼務 専従 兼務 専従 専従 兼務 専従 兼務
1

1 1 1

132
18.2

24

20.5

4

週平均
の勤務
時間

40

40

40

40

40

4

他の事業所
の名称及び

職名
※13

作業所なごや・
職業指導員

40

22.5

記入例(2) 

変形労働時間制を採用
している場合は「有」に
○を付け、（ ）と下段に
必要事項を記入する。
第5週まで勤務時間を
記載し「4週の合計」欄
には第5週までの合計
を記入する。 
※ 事業所において勤務表
として使用する際は、変形
労働時間制の有無に関わ
らず、予定・実績欄とも第5
週までの時間数を記入して
ください。 

同一法人内で複数事業所に勤務し、それぞれに時間数を分けて勤務する方は、法人として「常勤雇用」であっても、この表

の勤務形態では「③非常勤専従」となります。また、その方は※13の欄に勤務する事業所名と職名を記入し、※14の欄に

その時間数を記入します。当該事業所の中で複数の職種を兼ね、その合計時間数が常勤の時間数に満たない方は「④非

常勤兼務」となります。 

サービス提供者の指定基準又は報

酬体系上算定する人員配置体制を

記載する。 

新規指定（又は6月未満）の場合は定員×0.9 
指定後6月以上の場合は実績値を算定シート（別紙
33）により算出 

管理者がサービス管理責任者等
と兼務する場合は、従事時間を分
けること。（管理者は原則2分の1
以上） 

生活介護のみ記入要 
算出表（別紙31）により算出 

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ以外は記入不要 

１８（平均実利用者数）÷１０（人員配置基
準）＝１．８人（小数点第2以下切上げ） 

サービス提供職員の合計常勤換算後
人数：２．１人（＝354時間÷168時間、
小数点第2位以下切捨て）＞１．８人
（基準上の必要職員数）となり、基準
を満たしている。 


